
 - 1 - 

 

第１学年 国語科学習指導案 

 
日 時  平成１８年１０月１８日（水）５校時 
児 童  １年 男子１４名 女子７名 計２１名 
指導者  大 森 禎 子 

 
１ 単元名    

こえにだしてよもう「くじらぐも」（光村図書 国語下 ともだち） 
 
２ 単元について 
 
（１） 教材について 
   本単元は、学習指導要領「Ｃ読むこと」の目標「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気

付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度を育てる。」を受

けて設定した。本単元の指導事項は、2 年生でも学習する時間的な順序、事柄の順序などを考えな
がら内容の大体を読むことや、場面の様子などについて、想像を広げながら読むことなどにつなが

るものである。 
   本教材「くじらぐも」は、体育の時間に校庭で体操をしていた 1年生の子どもたちの前に、くも
のくじらが現れるところからお話が始まる。子どもたちとくじらぐもは、一緒に体操したり、お話

したりしながら、徐々に心を通わせていく。そして最後には、子どもたちがくじらぐもに飛び乗り、

一緒に大空を旅するというお話である。 
この教材は、体育の時間という身近な現実の世界から、大空という広い空想の世界に入り込んで

いくファンタジー色豊かなお話である。現実と空想が入り交じるこのお話の世界で、子どもたちは

登場人物と一体になって、大空を真っ白なくものくじらに乗って旅する楽しさを味わいながら読む

ことができるであろう。 
本教材での学習において、子どもたちとくじらぐもの行動や会話文に目を向けながら、それぞれ

の登場人物の気持ちに寄り添って音読させることで、場面の様子をより豊かに想像できるであろう。

この教材で味わった楽しい読みの学習が、文章表現の面白さを感じ取ったり、他の様々なお話を読

んだりするきっかけとなるはずである。 
 
（２） 児童について 
物語文に関わっては、５月単元「はなのみち」において、「くまさん」が花の種が入ったふくろを

見つけてから、花の道ができあがるまでの様子を挿絵や叙述から想像しながら、楽しく音読するこ

とができた。また、他の登場人物の様子についても、挿絵を見ながらとらえることができた。7 月
単元「おむすびころりん」では、登場人物の様子を想像し、リズムを感じながら楽しく音読するこ

とができた。 
   子どもたちは、ひらがなの書き方を一通り学習しており、ひらがなの読み書きはほとんどの子が

できている。しかし、言葉をまとまりとしてとらえることについては、まだ不十分である。音読の

際にも、経験不足から拾い読みになってしまい、文章を読むこと自体に困難を抱える子がいるのが

現状である。また、文章を読み取ることについては、これまでの学習で、場面の様子を想像させる

ための手がかりになる言葉に丸印をつけ、叙述をもとに想像を広げていくことを意識させてきた。

しかし、音読同様に個人差が大きく、文中から手がかりになる言葉をなかなか見つけられなかった

り、自分の考えをもてなかったりする子も少なくない。 



 - 2 - 

（３） 指導にあたって 
本単元の教材で、身に付けさせたい力は、①体操の時間や雲の上の様子などについて、想像を広

げながら読む、②語や文としてのまとまりや内容、呼びかける声の大きさなどを考えて、声に出し

て読む、である。 
   そこで、「つかむ」段階においては、教材文をすらすら読めるようにすることで、読み取りの基礎

となる力をつけさせたい。 
   「ふかめる」段階においては、はじめに物語の大体をつかませるために、「いつ・どこで・だれが・

何をした」の観点で、ワークシートにまとめる。ワークシートは穴埋め式とし、子どもたちが物語

の大体をとらえるためのキーワードを文中から正しくつかめられるよう配慮したい。物語の大体を

とらえた後には、様々な表現をとらえながら、読み取りを深めていく。本教材は、子どもたちとく

じらぐもとの掛け合いが楽しいお話である。そのため、子どもたちとくじらぐもの行動や会話文を

対比していくことを学習の軸とし、心温まる交流の良さを味わわせたい。また、繰り返しや倒置法

などによる文章表現の楽しさ、面白さにも着目させながら、場面の様子をより豊かに想像できるよ

うにしたい。 
「一人学び」では、読み取りの手がかりになる言葉を文中から抜き書きしたり、登場人物になり

きって吹き出しに言葉を書いたりする活動を取り入れ、叙述をもとに場面の様子や登場人物の気持

ちを想像できるようにしたい。「学び合い」では、一人学びによってもつことができた自分の考えを

ペアで対話する。ペアでの対話を通して、発表に対する自信をつけさせたい。また、自分とは違っ

た友達の考えを知ることで自分の考えをより深めさせたい。さらに、対話したことを全体に広めさ

せる一斉学習を通して、個々の学びを全体のものとしたい。 
「まとめる」段階では、あったらいいなと思う雲を想像して、絵と文に表す。想像した雲と一緒

にしたいことやお話したいことを考えさせることで、楽しく想像を膨らませられるようにしたい。

またその際には、実際に空を見上げて様々な形の雲を見つけたり、雲にまつわる他のファンタジー

作品を紹介したりして、想像を広げるきっかけとしたい。他のお話や友達の想像によって違った表

情を見せる雲の姿に、子どもたちは興味をもって活動を進めていくであろう。 
 
 
３ 単元の目標 
○ 登場人物の様子などを想像したり、声に出して読んだりして、物語を楽しむ。 
○ あったらいいなと思う雲を想像し、雲と一緒にしたいことやお話したいことを書く。 

 
（１）関心・意欲・態度 
・声に出して読み、言葉の響きやリズムを楽しもうとする。 

  （２）読む 
・時間的な順序や事柄の順序を考えながら、内容の大体を読むことができる。 

  ・登場人物の様子や気持ち、場面の様子などを、叙述をもとに想像を広げながら読むことがで 
きる。 

  ・登場人物の様子や気持ち、場面の様子に合わせて工夫しながら、声に出して読むことができ 
る。 
・「くじらぐも」を読んで、お話の中の出来事や登場人物の様子、気持ちなどを相手に分かる

ように話すことができる。 
    ・あったらいいなと思う雲を想像し、雲と一緒にしたいことやお話したいことを書くことがで

きる。 
（３）言語事項 
・姿勢・口形などに注意して、はっきりした発音で話すことができる。 

    ・文の中における主語と述語との関係に注意することができる。 
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４ 単元指導計画と評価計画（１４時間  本時９/１４） 

具 体 の 評 価 規 準 過

程 時 目  標 
Ｂ（概ね達成） Ａ（十分達成の一例） Ｃ（努力を要する子への手立て） 

１ 心に残ったとこ

ろなど感想をも

つことができ

る。新出漢字を

練習することが

できる。 

関：心に残ったことな

どを、自分なりの言葉

で伝えようとしてい

る。（発言） 

・意欲をもって物語を

読み、心に残ったこと

や、みんなで学習した

いことなどを感想をも

って伝えようとしてい

る。 

・友達の感想や教師

の話から、お話につ

いての感想をもた

せ、学習の意欲づけ

をさせる。 

２ 感想をもとに話

し合い、みんな

で学習したいこ

とを考えること

ができる。 

関：物語の時間の経過

をもとに場面分けをし

たり、学習したいこと

を考えたりしている。

（態度） 

・時間の経過や場所の

違いなどをもとに場面

分けをしたり、学習し

たいことを進んで考え

たりしている。 

・友達の考えからど

んな学習をしていき

たいか考えさせる。 

３ １・２の場面の

音読をすること

ができる。 

関：楽しみながら、す

らすら音読している。

（音読、態度） 

・会話文と地の文の違

いが分かるように音読

している。 

・追い読みを繰り返

しながら音読練習に

取り組ませる。 

つ 
 

か 
 

む 

４ ３・４・５の場

面の音読をする

ことができる。 

関：楽しみながら、す

らすら音読している。 
（音読、態度） 

・繰り返しの表現を楽

しみながら音読してい

る。 

・追い読みを繰り返

しながら音読練習に

取り組ませる。 

５ １・２の場面の

おおまかなあら

すじをつかむこ

とができる。 

読：文章の中心になっ

ているキーワードをみ

つけ、子どもたちとく

じらぐもとの出会いに

ついて、あらすじをつ

かんでいる。  
（ワークシート） 

・主語、述語の関係に

気をつけながら、子ど

もたちとくじらぐもと

の出会いについて、あ

らすじをつかんでい

る。 

・ワークシートにそ

って、文中からキー

ワードを見つけ出せ

るようにさせる。 
 

６ ３・４・５の場

面のおおまかな

あらすじをつか

むことができ

る。 

読：文章の中心になっ

ているキーワードをみ

つけ、くじらぐもに飛

び乗るところからお別

れまでのあらすじをつ

かんでいる。 
（ワークシート） 

・主語、述語の関係に

気をつけながら、くじ

らぐもに飛び乗るとこ

ろからお別れまでのあ

らすじをつかんでい

る。 

・ワークシートにそ

って、文中からキー

ワードを見つけ出せ

るようにさせる。 
 

 
 
 
 

ふ 
 
 

か 
 
 

め 
 
 

る 

７ 子どもたちのま

ねをするくじら

ぐもの様子を読

みとることがで

きる。 

読：助詞「も」を文中

からみつけ、子どもた

ちのまねをしているく

じらぐもの様子をとら

えている。 
・くじらぐもの行動か

ら、くじらぐもが学校

が好きな理由を考えて

いる。 
（ワークシート、発言） 

・文中の助詞「も」の

働きに着目し、子ども

たちのまねをしている

くじらぐもの様子をと

らえている。 
・くじらぐもの行動か

ら、くじらぐもが学校

が好きな理由を考えて

いる。 

・板書をもとに、く

じらぐもが学校が好

きな理由を短くても

書かせるようにさせ

る。 
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８ 
 

くじらぐもと子

どもたちが声を

かけあう様子を

読みとることが

できる。 

読：くじらぐもと子ど

もたちの会話文から、

くじらぐもと子どもた

ちが声を掛け合う様子

をとらえている。 
（ワークシート、発言） 

・くじらくもと子ども

たちの会話文から、く

じらぐもと子どもたち

が互いに自分のいる場

所へ来るよう誘い合っ

ている様子をとらえて

いる。 

・くじらぐもと子ど

もたちがお話してい

る言葉はどれか、板

書から見つけさせ

る。 
 
 

９ 
 
 
 
 
 
 

本 
 

時 

子どもたちがく

じらぐもに飛び

乗ることができ

た理由を考える

ことができる。 

読：子どもたちとくじ

らぐもの行動や会話文

をみつけている。 
・子どもたちが、くじ

らぐもに飛び乗ること

ができた理由を考えて

いる。 
（ワークシート、発言） 

・子どもたちとくじら

ぐもの行動や会話文か

ら、くじらぐもに飛び

乗る子どもたちの様子

をとらえている。 
・子どもたちが、くじ

らぐもに飛び乗ること

ができた理由を詳しく

考えている。 

・板書やペアでの対

話をもとに、子ども

たちがくじらぐもに

飛び乗ることができ

た理由を考えさせ

る。 
 
 
 

10 
   

くじらぐもにの

って空を旅する

子どもたちの様

子を読みとるこ

とができる。 

読： くじらぐもがどん
な様子で空を泳いでい

るかとらえている。 
・くじらぐもの上でみ

んなが話した言葉を想

像している。 
（ワークシート・発言） 

・くじらぐもがどんな

様子で空を泳いでいる

かとらえている。 
・くじらぐもの上でみ

んながしたことや話し

た言葉を想像してい

る。 

板書をもとに、子ど

もたちが話した言葉

を短くても書かせる

ようにさせる。 

 11 
 

くじらぐもとお

別れするときの

子どもたちの様

子を想像するこ

とができる。 
・くじらぐもは

どんなくもか考

えることができ

る。 

読：くじらぐもとお別

れした時の子どもたち

の気持ちを想像してい

る。 
・くじらぐもは、どん

なくもか考えている。 
（ワークシート・発言） 

・くじらぐもとお別れ

した時の子どもたちの

気持ちを想像してい

る。 
・くじらぐもはどんな

くもか、叙述をもとに

考えている。 

友達の考えを参考に

しながら、くじらぐ

もがどんなくもか考

えさせる。 

ま 

と 

め 

る 

12 
13 
14 
 

あったらいいな

と思うくもを想

像することがで

きる。 

読：想像をふくらませ

ながらあったらいいな

と思うくもを絵と文で

表している。 
（ワークシート） 

・楽しく想像をふくら

ませながらあったらい

いなと思うくもを絵と

文で表している。 

・友達の考えを参考

にしながら、自分も

楽しく想像できるよ

うにさせる。 
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５ 本時の授業（ ９ / １４ ） 
（１） 本時の目標 
子どもたちがくじらぐもに飛び乗ることができた理由を考えることができる。 

（２） 指導にあたって 
本時は、文中の子どもたちとくじらぐもの行動や会話文を手がかりとし、子どもたちがくじらぐ

もに飛び乗ることができた理由を考える時間である。次の点に留意し、指導にあたりたい。 
「一人学び」の段階では、くじらぐもに飛び乗るために子どもたちが「したこと」を文中から見

つけ、抜き書きさせる。また子どもたちとくじらぐもの会話文が何度も繰り返されていることや、

子どもたちが飛んだ高さの変化（３０センチ→５０センチ→とびのった）に着目させることで、子

どもたちがくじらぐもに何としても飛び乗ろうと気持ちを高めている様子や、それを応援するくじ

らぐもの様子をとらえさせたい。そして、それらの読み取りを生かしながら、子どもたちがくじら

ぐもに飛び乗ることができた理由について、自分なりの考えをもたせたい。 
「学び合い」の段階では、子どもたちがくじらぐもに飛び乗ることができた理由について、それ

ぞれの考えをペアで対話する。対話の中で自分の考えを友達に伝えることで、発表に対する自信を

つけさせたい。また、一斉学習を通して、友達の考えの良さにも気づかせ、くじらぐもに飛び乗れ

た理由はただ一つではなく、いくつもの要因が重なってできたことであることに気づかせたい。 
（３） 展開 
過

程 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 
（準備する物） 

と

ら

え

る 
 

 
 
５ 
分 

１ 前時の学習を想起する。 
 
 
２ 学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 

・くじらぐもに飛び乗ろうとは

りきっていた子どもたちの様子

について確認する。 
・子どもたちとくじらぐもの行

動や会話文を手がかりにしなが

ら課題解決していくことを確認

する。 

・前時の学習掲示 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る 
 
 
 
 

３ 学習場面を音読する。 
 （３の場面） 
・交代読み 

 
４ 子どもたちがくじらぐもに飛

び乗るまでの様子をとらえ、くじら

ぐもに飛び乗ることができた理由

を考える。 
（１）子どもたちが「したこと」

をみつける。（一人学び） 
 
（２）子どもたちとくじらぐもが

「言ったこと」をみつけ、どの

ように言ったのか考える。 
       （学び合い） 
 

・会話文と地の文との違いがよ

く分かるように音読させる。 
 
 
 
 
 
 
・①手をつなぐ、②まるいわに

なる、③ジャンプするの３点を

おさえる。 
・子どもたちが飛んだ高さの変

化に着目させ、3回繰り返されて
いる「天までとどけ、一、二、

三。」はどのように言ったのか考

えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【評価】子どもた

ちとくじらぐもの

行動や会話文か

ら、くじらぐもに

飛び乗る子どもた

ちの様子をとらえ

ている。（発言、ワ

ークシート） 

子どもたちが、くじらぐもにとびのることが

できたのは なぜでしょう。 
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３

５ 
分 

（３）子どもたちがくじらぐもに

飛び乗ることができた理由

を考える。（一人学び） 
（４）自分が考えた理由を対話す

る。（学び合い） 
・ペアごとに自分が考えた理由を

対話する。（ペア学習） 
・ペアで対話したことを全体に広

めさせる。（一斉学習） 

・板書をもとに、短くてもいい

から飛び乗ることができた理由

を書くよう声がけをする。 
・友達の考えの良さに気づかせ、

くじらぐもに飛び乗れた理由は

一つではないことに気づかせ

る。 

【評価】子どもた

ちがくじらぐもに

飛び乗ることがで

きた理由を書いて

いる。（ワークシー

ト） 

ま

と

め

る 
５ 
分 

５ 本時のまとめをする。 
 
６ 学習を振り返る。 
 
７ 次時の学習内容を知る。 

・学習課題について分かったこ

とをまとめる。 
・学習の流れを、板書をもとに

振り返らせる。 
・くじらぐもに乗って空を旅す

る子どもたちの様子について学

習することを知らせる。 

 

 
（４） 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

三
十
セ
ン
チ 
 

 
 

 
   

五
十
セ
ン
チ 

     
と
び
の
っ
た 

 
 

   
 
 

 か
だ
い 

子
ど
も
た
ち
が
、く
じ
ら
ぐ
も
に
と
び
の
る
こ
と
が

で
き
た
の
は 

な
ぜ
で
し
ょ
う
。 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
。
」 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
。
」 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
。
」 

「
も
っ
と
た
か
く
、
も
っ
と
た
か
く
。」 

「
も
っ
と
た
か
く
、
も
っ
と
た
か
く
。」 

く  じ  ら  ぐ  も 

子
ど
も
た
ち
が
く
じ
ら
ぐ
も
に
の
る
こ
と
が
で
き
た 

り
ゆ
う 

・ 

み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
だ
か
ら
。 

・ 

ま
る
い
わ
に
な
っ
た
か
ら
。 

・ 

こ
え
を
あ
わ
せ
て
、
か
け
ご
え
を
か
け
た
か
ら
。 

・ 

く
じ
ら
ぐ
も
が
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
か
ら
。 

・ 

か
ぜ
が
ふ
い
て
き
た
か
ら
。 

子どもたち 

み
ん
な
が
し
た
こ
と 

・
て
を
つ
な
ぐ 

・
ま
る
い
わ
に
な
る 

・
ジ
ャ
ン
プ
す
る 



一
年 

く
じ
ら
ぐ
も 

文
章
構
成
図 

第３場面 

くじらぐもに飛び乗る 子どもたち 
第２場面 

こえをかけあう子どもたちと

くじらぐも 

第 1場面 

子どもたちと一緒に体操をするくじらぐも 
ばめ

ん 

○
く
じ
ら
ぐ
も
に
飛
び
乗
ろ
う
と
す
る 

子
ど
も
た
ち
。 

     

○
や
っ
と
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
す
。 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
．
」 

○
こ
ん
ど
は
、
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
と
べ
ま
し
た
。 

 
 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
．
」 

言
葉
の
繰
り
返
し
。
何
と
し
て
も
く
じ
ら
ぐ
も
に
乗
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
高
ま
り
の
表

れ
。 

○
く
じ
ら
ぐ
も
に
飛
び
乗
っ
た
子
ど
も
た
ち
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

短
い
時
間
で
の
出
来
事 

 
 

 

子
ど
も
た
ち
・
先
生
と
く
じ
ら
ぐ
も
と
の
掛
け
合
い 

 
 

      

○
四
時
間
目
、
運
動
場
で
体
操
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。 

○
空
に
、
ま
っ
し
ろ
い 

く
も
の
く
じ
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

← 

子
ど
も
た
ち
・
先
生
と
く
じ
ら
ぐ
も
と
の
対
比 

 
 

     

○
子
ど
も
た
ち
の
ま
ね
を
し
て
い
る 

く
じ
ら
ぐ
も 

 

構 

成 

の 

要 

素 

○
繰
り
返
し
（
な
ん
と
か
く
じ
ら
ぐ
も
に 

 

乗
り
た
い
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
れ
を
応
援
す
る

く
じ
ら
ぐ
も
の
様
子
） 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
．」 

「
も
っ
と
高
く
、
も
っ
と
高
く
。
」 

○
擬
人
法 

・
く
じ
ら
が
、
お
う
え
ん
し
ま
し
た
。 

・
か
ぜ
が
、
み
ん
な
を
ふ
き
と
ば
し
ま
し
た
。 

  

○
助
詞
「
も
」 

・
く
じ
ら
も
、
こ
た
え
ま
し
た
。 

・
く
じ
ら
も
、
さ
そ
い
ま
し
た
。 

○
擬
人
法 

・
こ
た
え
ま
し
た
。 

・
さ
そ
い
ま
し
た
。 

○
繰
り
返
し
（
互
い
に
誘
い
合
っ
て
い
る
様
子
） 

「
お
う
い
。
」 

「
こ
こ
へ 

お
い
で
よ
う
。
」 

○
助
詞
「
も
」
（
子
ど
も
た
ち
の
ま
ね
を
す
る 

く
じ
ら
ぐ
も
の
様
子
） 

・
く
じ
ら
も
た
い
そ
う
を 

は
じ
め
ま
し
た
。 

・
く
も
の
く
じ
ら
も
、
空
を
ま
わ
り
ま
し
た
。 

・
く
じ
ら
も 

と
ま
り
ま
し
た
。 

・
く
じ
ら
も
、
空
で
ま
わ
れ
右
を
し
ま
し
た
。 

○
擬
人
法 

（
く
も
の
く
じ
ら
に
生
命
を
与
え
て
い
る
） 

・
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。 

・
は
じ
め
ま
し
た
。 

・
の
び
た
り 

ち
ぢ
ん
だ
り 

し
ん
こ
き
ゅ
う

も
し
ま
し
た
。 

・
空
を
ま
わ
り
ま
し
た
。 

・
と
ま
り
ま
し
た
。 

・
ま
わ
れ
右
を
し
ま
し
た
。 

取
り
上
げ
た
い
語
句 

「
あ
の
く
じ
ら
は
、
き
っ
と
が
っ
こ
う
が 

 

す
き
な
ん
だ
ね
。
」 

☆
く
じ
ら
ぐ
も 

・
た
い
そ
う
を
は
じ
め
る
。 

・
空
を
ま
わ
る
。 

・
と
ま
る
。 

・
ま
わ
れ
右
を
す
る
。 

☆
子
ど
も
た
ち
・
先
生 

・
「
一
、
二
、
三
、
四
。
」 

・
か
け
あ
し
で
運
動
場
を
回
る
。 

・
と
ま
れ
の
合
図
。 

・
「
ま
わ
れ
右
。」
の
号
令
。 

 

☆
く
じ
ら
ぐ
も 

 

運
動
場
に
向
か
っ
て 

・
「
お
う
い
。
」 

 
 

空 

・
「
こ
こ
へ
お
い
で
よ
う
。」 

・
手
を
つ
な
ぐ
。 

・
ま
る
い
わ
に
な
る
。 

「
天
ま
で
と
ど
け
、
一
、
二
、
三
．
」 

・
ジ
ャ
ン
プ
す
る
。 

・
い
き
な
り 

・
あ
っ
と
い
う
間
に 

・
手
を
つ
な
い
だ
ま
ま 



 

第５場面（Ｐ１２～Ｐ１３） 第４場面（Ｐ１０～Ｐ１１） 

子どもたちとお別れし、空に帰っていくくじらぐも 空を旅する子どもたちとくじらぐも 

○
子
ど
も
た
ち
・
先
生
と
く
じ
ら
ぐ
も
と
の
対
比 

          ○
子
ど
も
た
ち
・
先
生
と
く
じ
ら
ぐ
も
と
の
対
比 

     

○
空
と
く
じ
ら
ぐ
も
と
の
対
比 

    

○
倒
置
法 

く
じ
ら
は
、
あ
お
い 

あ
お
い
空
の
な
か
を
、
げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
す
す

ん
で
い
き
ま
し
た
。
う
み
の
ほ
う
へ
、
む
ら
の
ほ
う
へ
、
ま
ち
の
ほ
う
へ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

← 

く
じ
ら
が
、
勢
い
よ
く
空
を
泳
ぐ
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。 

果
て
し
な
く
広
が
る
大
空
で
の
楽
し
い
旅 

○
会
話
文
（
心
の
通
い
合
い
が
う
か
が
え
る
。） 

「
お
や
、
も
う
お
ひ
る
だ
。
」 

「
で
は
、
か
え
ろ
う
。
」 

「
さ
よ
う
な
ら
。
」 

「
さ
よ
う
な
ら
。
」 

○
擬
人
法 

・
ま
わ
れ
右
を
し
ま
し
た
。 

・
み
ん
な
を
お
ろ
し
ま
し
た
。 

・
か
え
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

   

○
繰
り
返
し 

・
あ
お
い 

あ
お
い
空 

 

（
青
く
晴
れ
渡
っ
て
い
る
様
子
） 

・
ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 

（
遠
く
か
な
た
ま
で
続
い
て
い
る
様
子
） 

 

○
倒
置
法 

・
く
じ
ら
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
す
す
ん
で
い
き

ま
し
た
。
う
み
の
ほ
う
へ
、
む
ら
の
ほ
う
へ
、

ま
ち
の
ほ
う
へ
。 

○
擬
人
法 

・
す
す
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

  

・
あ
お
い 

あ
お
い
空
の
な
か 

・
ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

つ
づ
き
ま
す
。 

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間 

・
「
お
や
、
も
う 

お
ひ
る
だ
。」 

・
先
生
が
、
お
ど
ろ
く
と
、 

  

・
「
さ
よ
う
な
ら
。
」 

・
み
ん
な
が
手
を
ふ
っ
た 

・
「
で
は
、
か
え
ろ
う
。
」 

・
く
じ
ら
は
、
ま
わ
れ
右
を

し
ま
し
た
。 

 

遠
く
ま
で
旅
し
て
い
た 

・
し
ば
ら
く
い
く
と
・
・
・ 

・
「
さ
よ
う
な
ら
。
」 

・
く
じ
ら
は
、 

元
気
よ
く

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

み
ん
な
は
、
う
た
を

う
た
い
ま
し
た
。 

（
楽
し
さ
・
喜
び
） 

く
じ
ら
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い

す
す
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

（
元
気
・
力
強
さ
） 

（
ま
っ
し
ろ
い
く
も
の
く
じ
ら
） 

（
そ
の
中
を
進
む
く
も
の
く
じ

ら
） 

心
が
通
い
合
っ
た 

子
ど
も
た
ち
と 

く
じ
ら
ぐ
も 


